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1. はじめに 

ハーフメタリック強磁性材料は、スピン偏極率 100%であるため、理想的なスピン注入材料であ

る。閃亜鉛鉱型 MnAs は、第一原理計算によりハーフメタリック強磁性材料であると予測されて

いる[1]。しかし、MnAsの安定な結晶構造は NiAs型であるため、閃亜鉛鉱型MnAsの報告は少数

である[2,3]。最近の我々は、分子線エピタキシー(MBE)法を用いて閃亜鉛鉱型を示す MnAs 薄膜

の InP基板上へ成膜について報告した[3]。本研究では、閃亜鉛鉱型 MnAs薄膜を作製のための熱

処理効果について報告する。 

2. 実験方法 

InP(001)基板上にMnAs薄膜をMBE法により作製した。フラックス比をMn: As4 = 1: 23とし、

成長速度を 0.84 nm/minとして成膜した。基板温度は 250°C、膜厚は約 50 nmとした。４つの試料

を成膜し、内３つを成長後に As4 flux中で 350、380、410°Cの温度で 10分間の熱処理を行った。

構造特性を反射高速電子線回折法(RHEED)と高分解能 X線回折法(HR-XRD)を用いて測定した。 

3. 実験結果 

Fig.1は、熱処理なしと 350°C で熱処理を行ったMnAs/InPの HR-XRD 2θ/ωスキャンの結果で

ある。熱処理を行うことで、NiAs型MnAsのピーク強度が減少し、閃亜鉛鉱型MnAsのピーク強

度が増加している。閃亜鉛鉱型 MnAs の格子状数は、6.065Å と見積もられた。Fig. 2 は、

zb-MnAs(002)のXRDピーク強度の熱処理温度依存性である。380°Cに極大をもつことがわかった。 

  

Fig. 1 熱処理なし（下）と 350°Cで熱処理（上）した

MnAs/InPの XRDパターン 

Fig. 2 zb-MnAs(002)の XRD ピーク強度の熱処理温度

依存性（250°Cは、熱処理なし） 
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